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明治・大正期における日本産業
　　　　　　の労働時間制度
二　神　恭　一
　明治・大正期における日本の産業，企業の労務管理に関する資料，とくに統
計的資料は，当然のこと底がら貧弱であって，統計的資料を豊富に便い，当時
の労務管理の様相を体系的に描き出すことは不可能であろう。労働時間制度の
様相についても，そうであるといわなげれぱならない。それにもかかわらず，
あえて明治・大正のある蒔期におげる産業での労働蒔聞制度の若干の様相をこ
こでとり上げようとするのぱ，今目の労働時聞間題を論じ．るうえで，若干の歴
史的考察をしておくことが必要だと思うからである。
　さて，明治・大正期における日本産業の労働時間の分析をするのであれぱ，
まずは労働時間の逐年の推移をとらえるようなことが必須の作業になる筈であ
る。ところが，すでにふれたように，そうLた統計的資料が欠けているという
ことであると，別の仕方をとらざるをえない。つまり，M．A．ビーネ7エルト
のイギリスの労働時間史ωや，レオ・ウォールマンのアメリカのそれ12〕のよう
なアプローチは断念せざるをえないわげであって，小論において，資料が比較
的多い2つの時期について、産業の労働時間制度を考究してみるというやり方
がとられる。その資料が比較的多いのは，それらの時期において労働時間制度
が非常にクローズ・アップされたからであって，明治・大正期におげる産業の
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労働時間制度の諸間題は，集中的にあらわれている，と考えざるをえない。た
だ，それらの資料は統計的，数量的なものというよりも，質的なそれである。
それだげに，統計的表現はできないのであるが，逆に労働時閻，交替制，休憩
時間，休目といった制度について，数値をこえた記述ができるような気もする。
小論でとり上げる2つの時期とは，明治30年（1897年）前後から30年半ぱまで
と，大正5年（1916年）から14年（1925年）までである。いうまでもなく，前
老の期聞では，せんい産業での年少・女子労働者の劣悪な労働条件，とりわけ
長時閻労働，「徹夜業」が犬きな問題となり，「工場法」制定の動きが顕在化L，
「職工事情」等の刊行があったのであるL，後老にあっては，明治必年（1911
年）に割定されたr工場法」がようやく実施され，r工場監督年報」が各年出
されるようになったのである。以下においては，とりわけ「職工事情」と「工
場監督年報」を拠りどころにLて，両期閻における労働時間制度をのべてみた
し・。
　なお，小論では民間の製造業での労働時間制度をとり上げることになる。明
治期の前半にあって，官営工場にも着干のウエイトがあり，そこでの労働時間
制度の問題もあると思われるのであるが，その検討は断念せざるをえない。ま
た，鉱業での労働時間制度も重要であるのであるが，小論では鉱山労働者，と
くに坑内労働者の労働時間間題を扱うことができなかった。
注（1）M．A．Bienefeld，Worki㎎H㎝rs　in　Bfitish　Industry：An　Economic　His・
　tory．London　1972。
（2）Leo　Wolman，Ho皿s　of　Work　in　American　Industry．NBER　Bulletin71．
　　1938．
　企業の労務管理，労働時間に関する調査がはじめてみられるのは，明治20年
代末になってである。これは明治20年代になって目本の産業，とりわげせんい
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産業の薯しい発展があり，それに随伴して労務管理上の諾間題が露呈してきた
からにはほかならたい。横山源之助のr目本之下層杜会」によると，「我国各
種工業の中，最も長足の進歩を為せるは其の手工業と機械工業とは問わず，綿
糸紡績工業第一なるべL。弱治二十一年綿糸製産額僅かに百五十九万三千百○
三貫なりしもの，二十九年には千○五十八万五千四百八十五貫を生産し，殆ど
七倍の進歩を致せり。之を労働者の上に就きて見るも，二十一年の頃は僅かに
三千四百○三人の工男工女を見るに過ぎざりしに，二十九年に四万七予四百八
十一人に増加し，殆ど十四倍の多数を見るに及べり」。
　これらの調査としては大阪私立衛生会が紡績，織物，マッチ，煉瓦等の産業
の労働考を対象にLておこなった「職工年齢及労働時間調査」，農商務省商工
局工務課が明治30年（1897年）に刊行したr工場及職エニ関スル通弊一班等」
をあげることができる。ωここでは主として後老によって，当時の労働時問制
度を一瞥Lてみよう。
　r通弊一班」（以下，こう表現する）は明治20年代後半にr職工法」制定に
向けて動き出した農商務省が，1到その清報収集のため商工局の担当官に当時の
諸工場（従業員20人以上のそ牝）を「巡視」させたものの結果である。綿糸紡
績，抄紙，涯版印刷，石版印刷，製本，革具，莫犬小，段通，マヅチ，製薬，
製粉，精米，ガラス，セメント，コークス，煉瓦，鍛冶，器具，造船などにま
たがった諸工場が，巡視の対象とたった。そこには明治20年代末，つまり前世
紀末の日本の職場での労働着の状況が描き出されている。その第3章r職工」
では，労働時間の状況カ童とり上げられているのであ孔
　r職エノ労働時閻ハ業務二依テ種々アリ（甲）朝七時ヨリタ五時迄ニテ休憩
喫飯ノ時ヲ除キ正味九時聞ト九時間半ナルトアリ（乙）朝六時ヨリタ四時半迄
ニテ喫飯時間ヲ除キ正味十時閻ナルアリ（丙）紡績工場ハ昼叉ハ夜ノ十二時間
ニシテ休憩ノ喫飯ノ時間ヲ除キ正味十一時問ナルアリ（丁）紡績工場ニテ喫飯
時間ヲ除キ正味十一時間半ナルモノアル等是ナリ但シ普通ノ労働時聞ハ十時間
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ヲ規定トシ其外早出，居残及夜業ヲ三時間及至五蒔間ヲ課スルモノアリ」とた
っている。ここにいう労働時間は名目（nOmal）労働時間のことであろう。
r通弊一班」はr労働定時閻二彼此相違アルコト」という特敷づげをしていて，
名目労働時問に少なからぬバラツキのあることを指摘している。このバラツキ
についての説明ばないが，おそらく産業，地域，規模，担当職種，景気状況など
でかかるバラツキが生じていると考えられる。ちなみに，名目労働時間に差異
があるというのは，始業時刻，終業時刻，休憩時間にもバラツキがあることを意
味するわけである。なお，同一工場についても，名目労働時間の季節的変動が
みられる。もっとも，これが需要・生産量の変化への経営的適応という意味で
のグーテンベルクのいう，r時間的適応」に該当するのかどうかはわからない。
　r通弊一班」は工場の労働定時間が9時問30分から11時間30分にあることを
しめしている。これらの数値はあとでしめすr全国工場統計表」のそれにほぼ
見合うものである。なお巡視の対象とたった工場はr何レモ職工徒弟二十名以
上ヲ使役シ………」ということであるから，小規模の工場をふくんだ数値であ
ることは注意を要する。もっとも，ごく零細な工場，おそらく家内工業的なそ
れはとり上げられていないから，こうしたものまで包含するとすると，通例の
名目労働時間はもっと長くなるかもLれない。さて，巡視の対象となった工場
の労働定蒔間カミ9時間30分から11時閻30分のあいだにあったというが，それは
長いのか，それとも短いのか。数年後に実施されるr職工泰情」の調査結果と
比べると，「通弊一班」のなかで示されている名目労働時間のほうが長いとは
思われない。だが，イギリスやアメリカの産業での名目労働時間と対比すると，
日本のそれば当然に長い。r通弊一班」がピヅクアップLた産業を中心にいえ
ば，イギリスでは1890年において，ガラスの週間の平均名目労働時聞が53．7時
間，印刷が53．6時聞，製本が54．1時間，造船が53．7時間などとなっている。
　しかL、間題なのは実際労働時間のほうであろう。
　r通弊一班」によると，「労働定時間」のほかに，「早出」，「屠残及夜業」の
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多いことが示唆されている。つまり，時聞外労働がおこなわれている。場合に
よっては，休日出勤もあるであろう。時間外労働を加える場合，さきのrT」
の例はr早出，居残及夜業が三時問及至五時間」であるというから・実際労働
時間は13時間から15時聞の長労働時間になる。こうした実際労働時聞について
も，r通弊一班」はふれるところがないが，工場によってかなりのバラツキがあ
ったと予想される。景気の上昇期，納期の直前などでは，実際労働時間は長く
なるようだし，交替制がない場合も，実際労働時間が長くなる傾向がある。そ
れに当時すでに，r屠残及夜業二対シ普通時聞割給料二割増ヲナスモノモ多シ」。
この時聞外手当は屠残1割増，徹夜2～5割増ほどのものであったといわれて
いる。当時の労働考の低い賃金からして，今日と同様に・この時間外手当を目
当てにした早出，残業，夜業がおこなわれたのではたいか。なお，この実際労
働時問についてr通弊一班」はふれるところがあまりないので，他と比較する
ことはできない。ただ，イギリス等では当時すでに残業時間は限られたもので
あったから，実際労働時間の日英問のギャップは名目労働時間の場合よりも・
さらに大きい筈である。
　たお，当時は徒弟，職工を募集，雇用するにあたって，年齢を12歳ないし13
歳に制限することがおこなわれていたが，これはr表面ノミニシテ実際ハ職エ
ノ不足ナルヨリ七八歳ノ子女ヲ使役スルヲ常トス……」。ところが，幼年職工，
幼年徒弟も壮年労働老と同じ労働時間で働いている。「幼年職工若シクハ幼年
徒弟ノ労働時間二制限ナキコト」が当時の労働時間の特徴であり，「……幼年
ノ徒弟ヲ使役スルエ場二於テ繁忙ナルトキハ壮年職エト同様朝五時ヨリタ十時
迄若シクハ深夜迄十五時問以上労働セシムル事アリ」という。したがって，「一
般工場ニテ徒弟ヲ早出，屠残叉ハ夜業二使役スルヲ以テ就業ノ余暇ヲ得セシム
ル事極メテ困難ナリ紡績工場二於テ寄宿舎二一日二蒔間・学課ヲ授クル制ヲ備
フル毛ノアレドモ実際一日操業十二時問他ノ十二時間ハ睡眠，休養，衣服調度
其他ノ仕末二時ヲ費シ身神疲労スルヲ以テ学事に従フ余カナシ」。
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　っぎに，休憩時聞はどうなっているか。r通弊一班」によると，「工場二於テ
（甲）勤務十二時間ニシテ喫飯ノタメ三十分ノ時ヲ与フルモノ（乙）勤務十二
時間ニシテ喫飯二十分及午前午後休憩十五分間両度与フルモノ（丙）勤務十一
時問ニシテ喫飯三十分午前午後十五分間両度休憩ヲ与フルモノ（丁）勤務十時
閻ニシテ喫飯三十分問ナルモノ（戊）勤務十時問ニシテ喫飯三十分午前午後十
五分間両度ノ休憩ヲ与フルモノ之レアル等要スルニ不同アルヲ免レズ」という
状況であって，流石に休憩がないという記述はないが，喫飯時間が2，30分で
あり，午前午後の休憩のない工場もあれぱ，15分問のそれが設げられていると
ころもあるという状況であり，労働定時間と同様，休憩時閻についても，差異
が少なからずあることが指摘されている。労働定時聞と休憩時問には規模別な
らびに業種別格差が大いにあることが推定されるであろう。ちなみに，以下の
ようた指摘もある。r紡績，製紙ノエ場ニテハ休憩，喫飯ノ時間二器械ノ運転
停止セザルニヨリ職エノ休養セザルモノアリ蓋シ喫飯，休憩ノ時職エノ半数ヲ
交代セシメ休養セシムルノ制ナレドモ職エニシテ労銀ノ多キヲ望ムモノハ喫飯
ヲ僅々五分聞二弁シ直チニ操業スルニ由ルナリ」。つまり，これは休憩，喫飯
の時聞が設定されていても，「通弊一斑」のいうように，職工の収入上の動機
によるものであれ，あるいは工場側の誘導によるものであれ，実際はそれらが
短いこともある点を示唆Lている。
注（1〕これらのほか，喫治30年に大目本練糸紡績同業聯合会がおこ潅った調査がある。
　　それはr紡績職工事情調査概要書」（明治31年）においてみることができ飢
　（2）工場と職工に関する規制の当初の目的は明治のはじめにおいては（明治工4年頃ま
　　で）必ずしも，労働者保護にあったのではなく，工場の建設，使用する「汽罐汽械」，
　　（マヅチ，石油などの）特殊工場についての取締りと，職工募集のそれにあったと
　　思われる。たお，内務省から農商務省が分離・独立Lたのは明治14年（1881年）で
　　あるが，翌15年工務局のなかに調査課を発足させている。そして，「労役法及工場
　　条例ヲ集韓シ，職工及工場二係ル慣習ヲ詳明ナラシメソカ為メ，各府県二移牒シテ
　　之ヲ調査セシメ……」というように，同省は調査課を通じて工場組織における新し
　　い労使関係のあり方をさぐろうとしていたようにみえる。
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　r職工事情」は明治36年の刊行である。「職工事清」もさきの「通弊一班」
と同様，r職工法」，r工場法」を制定するために農商務省がおこなった情報仮
集の結果，生れたものであるが，同時にそれは，労働考保護の必要性を世間に
アピールする，またとない文警ともたっれr職工事情」はr通弊一班」より
も，はるかに体系的，網羅的であって，内容も豊かであ私それは「おそらく
戦前の日本における原生的な労働関係を刻明に記録した殆んど唯一の権威ある
調査報告書であろう」。ω
　周知のように，「職工事情」は5冊からたる。つまり，r綿繍紡績職工事情」
とr生締職工事情・織物職工事清」とr鉄工，硝子，セメント，燐寸，煙草，
印刷，製綿，組物，電球，燐寸軸木，刷子，花莚，麦程真田　　職工事情」の
3冊と，r附録」2冊からなるのである。この構成からわかるように，本報告
書のウエイトはせんい産業，とりわけ綿糸紡績業に置かれている。さきのr目
本之下層杜会」からの引用箇所からも，せんい産業，わげても綿糸紡績業に多
大の問題があったことがわかる。
　それら各「職工事清」では労働時間，休憩時間，休日などといった労働時間
制度の諸様相がとり上げられている。一読して，まず感じるのはこうLた諸様
相が，産業によって少なからず相違するということであり，とくにせんい産業
と他の産業のあいだには著しい差異があるということである。じつは・かかる
事態はすでにイギリスにおいても指摘されている。｛到以下において，各r職工
事情」に拠って，各産業の労働時間制度の諸様相を記述してみよう。これらは
明治34年（1901年）の調査にもとづくものである。
　綿糸紡績は当時の日本の主要産業のひとつであるが，「職工事鴬」によると，
そこに働く労働者数，年齢別，性別たどの穣成は正確にわからたいという。た
だ，明治33年上半期の調べでは，労働老数7万人余であり，年少労働者と女子
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1I7
　118　　　　　　　　　　　　早稲田商学第317号
労働者の比率が，ともにかなりたかい部門だとされている。たとえぱ，同年大
阪の8工場についての調査では，20歳未満の労働者の比率は52．4パーセントに
なり，25歳未満の考となると，77パーセントに達する。また，明治30年の紡績
聯合会の調査では，女子労働者のウエイトは7割8分になるという。
　綿糸紡績工場であるが，そこは「昼夜交代ノ執業方法二依リ共労働時間ハ十
一時閻叉ハ十一時問半（休憩時間ヲ除ク）ナルヲ通例トス而シテ職エノ男女ヲ
間ハス年齢ノ長幼二関ハラス悉ク同一二労働セシムルハ言ヲ倹タス」とあって，
24時間操業をおこなって，交替制をとっていること，名目労働時聞が11時問～
11時間30分が通例だということが指摘されている。ほ〕2交替制が一般的であり，
「昼業部ハ午前六時二始メテ午後六時二終リ夜業部ハ午後六時二始メテ翌日午
前六時二終ルヲ通例トス」。ただし，市況，季節によって労働時問には多少の
変更があり，2，3時間「居残執業」も多かった。休憩時間は工場規則による
とr昼業部」は正午に30分，r夜業部二在ツテハ夜半三十分トス」るところが
多く，重た午前と午後にそれぞれ15分の休憩が設げてあった。もっとも，休憩
時間中も機械の運転を止めることはなかったようであるから，工場労働老が一
斉に休憩をとることはなかった。ちなみに，「綿締紡績職工事清」によると，
日本の職工生活はしぱしぱ不規律であって，欧米のように，労働時聞と休憩時
閻とを必ずしも裁然と分ちえたいともいう。それを労働者は奇異と思わなくた
孔だらだらと作業し，居残りも慣習化する。もっとも，r職工事情」は結果
的に労働者を湿潤不潔で，有毒ガスもある紡績工場内に長く留めおくことは，
まことに不適切だとしている。
　なお，r職工事情」は綿糸紡績のr徹夜業」について多くのぺ一ジを費やし
ており，ここからも「徹夜業」が当時の大きな間題だったことをうかがわせ
る。いな，この実情をあきらかにすることこそ，「職工事情」を作成・刊行し
たことの大きなねらいだった。紡績工場では，すでにふれたように，「昼夜交
代ノ執業方法」が一般的であり，しかも「夜業部二於ケル執業」は徹夜の労
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働であって，「幼少者ト云ハス婦女ト云ハス悉ク徹夜業ヲナスハー般ノ事実」
であった。ただ紡績業が当初から，r昼夜交代の執業方法」をとっていたかと
いうと，必ずしもそうではなく，明治15年には昼業のみの1日12蒔間労働の言己
録があるという。ところが，その後，製品の売行きが良くなるにつれ，24時間
操業の工場が増加し，これが一般化したようであって，すでに明治17年には，
かかる傾向がみえるといラ。
　この交替制は以下のごとくおこなわれる場合が多い。すたわち，r今週昼業
部二属セル職エハ土曜日ノ夜葵及日曜日の昼業ヲ休ミ目曜日ノ夜ヨリ夜業部ト
ナル叉今週夜業部二属スル職エハ日曜ノ昼業及夜業ヲ休ミ月曜日ノ朝ヨリ昼業
都ト為ルナリ」。組（シフト）の交替に当たって，24時間の休息はあるというも
のの，r徹夜業」の人間に及ぽす苛酷な負担，とくに幼年者への負担は，改め
て指摘するまでもなかろう。「職工事情」は労働考に及ぼすその深甚な悪影響
をるるのべている。ときには「夜業部ノ職工欠席多キトキノ如キハ昼業職エノ
ー部ヲシテ翌朝マテ継続執業セシムルコト」もあったというから，労働時聞に
関して惨たんたる状況にあっ㍍この点について，プリミティブな労働科学的
調査が農商務省によっておこなわれているのも注目される。これは「徹夜業」
がいかに深刻な間題になっていたかを物語るひとつの証左であろ㌔以下はあ
る紡績工場の寄宿女子労働老70人杜宅幼年女子労働著11人について2週間にわ
たり交替制労働，とりわけr徹夜業」の体重に及ぼす影響を調べたものである。
　81人の総体重　　791貫870匁
　1人平均　　　　9貫777匁
r徹夜業」1週間後に減少した総量
　　　　　　　　　13貫750匁　　　　　　　　　　　　、
　1人平均　　　　　　170匁
　昼間労働5日後に増Lた総量
　　　　　　　　　　5賛620匁
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　H9
　120　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　早希商回ヨ商学費姜3ユ7号
　1人平均　　　　　　69匁
　他の調査結果をみても，r徹夜業」が体重を減じ，昼閻労働のあいだに体重
が増加するというバターンが指摘されている。こうしたパターソが長期にわた
り繰り返され，しかも劣悪な職場環境のなかでこの繰り返しがおこなわれると
すると，その悲惨な結果はだれもが予想できる。
　流石に，「徹夜業」は杜会批判の対象となり，紡績業の経営者の間からも，
「徹夜業」廃止の声が出てきた。経営妾が「徹夜業」を廃止しようという理由
には，人遣的見地に立った動機もあったであろう。だが，長時間労働といった
外延的な労働強化よりも，これを思い切って廃し，作業密度のアップ，機械化
などのより合理的なやり方をとるほうが有利だとする判断もあった。少なくと
も，24時聞操業によって得るものは，工夫次第によって，r昼業部」だけでも
達成しうるとする見通しもあった。もっとも，紡績業の経営者の大多数は収益
率の低下をおそれて，r徹夜業」の廃止に反対であったが，明治33年の下半；顛，
北清事変たどのため，綿糸紡績は非常な不況に陥り，業界として繰業短縮をせ
ざるをえなくなるという外的事情によって，r徹夜業」を一時的に中止すると
ころも出てきた。当時，あとでふれるように政府を中心にr工場法」制定の動
きがあり，年少・女子労働者の深夜就業を禁止せよという世論もたかまってい
た。そ棚こもかかわらず，せんい業界一般はかかる規割が業界に決定的な打撃
をあたえるものになるとして，いぜん陳清をおこたったり，意見書の発表をし
たりしていた。r工場法」制定をめく“る事情については，小論のあとのほうで
ふれる予定である。
　たお，綿糸紡績工場の休日はどうか。一般の祭日，年末・年始，盆が休日と
なる。そのほか，地方の氏神の祭日，行事日も休日になることが多い。Lかし，
目曜日は休業はせず，昼業と夜業の組の週ごとの交替にあたっての休息が，こ
れに替るのである。
　っぎに，生糸工場の労働者の労働時間はどうなっているか。明治31年のr全
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国工場統計表」によると，労働者10人以上を雇っている生糸工場2，163には，
10，784人の労働奏が働いていた。工場は長野，岐阜，山梨に多く（全工場の約
76パーセント，全労働者の約75パーセント）集中しているという特徴があ乱
労働者構成についていうと，綿糸紡績に比し，女子労働老の比率はさらにたか
く，明治32年の「工場統計表」は女子労働老の比率を93パーセソトとしている。
なお，「生繍職工事情」では，長野の205工場の労働者の年齢別穣成は10歳未
満1パーセント，14歳未満16パーセント，20歳未満46パーセント120歳以上37
パーセソトとなっており，幼年工は比較的少ないというものの，幼年・若年労
働者の比率は非常にたかいことがわかる。
　生糸工場の労働は「昼業ヲ主トシテ地方二依リ或ハ時季ヲ隈リ夜業ヲナスコ
トアリ徹夜ハ繰繍及ヒ揚返ノ業二於テハ決シテ行ハルコトナシ只五六月ノ月ノ
頃原料タル繭ヲ買入レ之ヲ乾燥スルニ当ツテ徹夜業ヲナスト誰そ其期間ハ極メ
テ短カク且ツ其業タル男エノミ之二当ルカ故二之ヲ以テ紡績業二於ケル徹夜業
ト同一視スヘキニ非ラス」。このように，総じて生糸工場の労働時間は，綿糸紡
績にみられたような，あの悪名たかいr徹夜業」はないため，労働時間は一見
それほど苛酷ではないようにみえる。生糸工場の労働は通常，昼問であり，し
かも日出より日没までというような，農作業のそれに近似した労働時間・自然
のサイクルに順じたフレッキシブルなそれがみられて興味深い。したがって，
r冬季日ノ短カキ時ハ労働時間ハ或ハ十時間ノ下二降ルコトアルモ夏季日ノ長
キ時ニハ毎日十三時間以上ノ労働ヲナスコトアリ」。ここに掲げる「就業時間
表」は長野県諏訪地方のある生糸工場のものであるが（表1），大多数の生糸工
場もこの種の柔軟な労働時間制をとっていた。もっとも，r諏訪地方二於ケル生
赫工場の労働時間ノ長キコトハ全国二冠タ」るところである点は付記しておき
たい。ただ，これらは名目的たものであって，実際にば夏季には冬季の分を取
り戻すべく，あるいは市況の好転に合わすべく，外延的た労働強化がおこなわ
れ，労働時聞が延長されることも少なくなく，「一日ノ労働ハ十八時間二達ス
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ルコト屡々之レアリ……」という。しかも，「……規定以上二労働時間を廷長
セントスルトキハ時計ノ針ヲ後戻リセシムルコト屡々之アリ此場合二於テ若シ
ー工場ニテ汽笛ヲ以テ終業時刻ヲ正当二報スルコト・セハ他ノエ場二在ル所ノ
エ女モ亦之二由ツテ終業時刻ノ已二至レルコトヲ知ルカ故二臨時各工場主申合
セノ上汽笛ヲ用ヒサルコトアリト云フ」。
　なお，休憩時聞は各地域ごとに仕方が異なるが，概してr正午二若干ノ食事
時問ヲ与フ」。地方によっては春の彼岸から秋のそれまで，1日に4回の食事
をする工場もあり，また別の地方では2回の食事があり，「夜業ヲナス時ハ三
回ノ食事時聞ヲ与フルヲ常トス」。こうした3回ないし4回の食事は，また農
業の慣習からきたものと恩われる。もっとも，さきの諏訪地方では，午前午後
の休憩は設けないぱかりか，ある工場規則にはr……食事時間ハ五分ヲ過ク可
ラス……」との1条があったというL，r工女ヲ食堂二集メ会食セシムルトキ
ハ時間ヲ徒費スルノ恐アリトテ握飯ヲ製シ之ヲ各工女ノ受持テル繰釜ノ側二配
附シ各工女ハ握飯ヲ類張リツ・業ヲ執ル処モアリ」という状況であって，その
光景は多くの人の筆によって阿漕振りが喧伝された，前世紀初頭のイギリスの
せんい工場を想起させる。
　ちなみに，休日は年末年始，旧盆のほか，氏神の祭日である。近畿地方と中
国地方では，毎日曜日が休日のところもあるが，他はそうではなく毎月3回，
2回の定期休日Lかないところが多く，1回の地方もあり，悪名高い諏訪地方
では年申定期休日の全くない工場が多かった。
　今度はr織物職工事情」をのぞいてみよう。生糸工場の場合と同じく，明治
32年のr工場統計表」によって10人以上の労働者を雇っている織物工場をみる
とすると，その総数は1，291であり，八王子，京都・西陣，久留米，堺など全
国的に多く分布している。1，291の事業所で働く労働老総数は必5，553人であり，
うち女子労働者は38，399人であって，その比率は86パーセ1■トに友る。八王子
の場合，労働考の年齢別構成比をみると，10歳未満と14歳未満はOであり，20
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歳未満が56パーセソト，20～25歳未満が29パーセント，25～60歳未満が15バー
セントとなっている。もっとも，性別ならびに年齢別の労働着構成は，地域に
よって多少の差異がある。
　織物工場の労働時聞にはかなりのバラツキがみられ，それが特徴だと考えら
れるほどである。一般に力織機を用いる工場は1目12蒔間前後の労働であるの
に対し手機を用いる大小工場は労働時問が非常に長く，r其時間十五六時間」
になるところが多数あるし，r中ニハー目十七八時間ノ労働ヲ為サシムル所ア
リ」。とくに小工場において，この傾向が著しい。なかにはr其時間モ規貝團ナ
ク始業時間前ヨリ執業スル職エアリ或ハ終業後尚執業スルモノアリ」の状況も
みられた。綿糸紡績コ〔場とともに手機による織物工場は当時の長時間労働の双
壁であったといえる。r労働時聞ハ午則五時ヨリ午後十時迄ノ十七時間ヲ普通
トシ早仕舞ノエ場ニテ午後九時遅仕舞ノエ場ニテハ午後十一時迄トスルヲ以テ
早仕舞ノ所ニテモー日十六時間遅仕舞ノモノニ至リテハ実二十八時聞ノ労働時
間ナリトス而カモ好況ノ際ノ如キ市日ノ前夜ニハ僅二数銭ヲ懸賞シテ午前二三
時迄労働セシメ甚タシキハ徹夜業ヲ為サシムルコト珍ラシカラス……」。
　休憩時問と食事蒔問であるが，前者は午前・午後に各15分設けているところ
が多いL，食事時間は30分としているケースがほとんどである。もっとも，こ
れらが規則どおりにあたえられることは珍しく，小企業にあっては休憩時聞が
なく，食事時間だけというところも少なくない。それに，r工場組織ノエ場二
在リテハ休憩時間中機械ノ運転ヲ休止スルモノニアラス半数宛交代シテ食事セ
シムルモノナリ故二受負仕事ヲナスエ女ハ食事ヲナス間身体ヲ休ムルノミ食事
終レハ直二労働二従事スルモノ多ク目給老モ亦監督員ノ威圧二堪ヘス休憩蒔間
ヲ利用スルコト能ハサルナリ」。「織物職工事情」のこの一文を読むと，工場規
則でうたっている労働時問，休憩時間，食事時間が必ずしも守られておらず，
長時間労働を強いられていることがわかる。なお，休日は年末年始と日曜日と
若干の祝日，それから創業記念日である。氏神の祭日その他土地の祭日も休日
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になる場合が多い。
　せんい産業の労働時間制度についで，他の産業のそれを，各r職工事情」に
拠りながらとり上げてみよう。重ずはr鉄工事情」であるが，そこにいう鉄工
とは造船，車靹，機械製造業の労働著の総称であって，r全国工場統計表」によ
ると明治32年において（ただし，労働老100人以上の事業所），その数は11，437
人だった。なお，綿糸紡績，生糸，織物の場合とはきわめて対照的に男子労働
者が圧倒的に多いし，また20歳以上の考が8割以上をしめる。これらの労働時
問は季節により異なるが，大体において10～12時聞であり，これも綿糸紡績と
織物に比して，かなり短いことがわかる。もっとも，船舶の修理等で徹夜する
ケースも多いし，競争入札の結果，短期日に多くの請負仕事を遂行せざるをえ
ない事清から徹夜を強いられる場合も少なくない。食事・休憩時聞については，
r正午過三十分ノ食事時聞ノ外別二午前及午後ノ休憩時間ヲ設ケザルモノ多シ」
という状況である。休日は年末年始，大祭日のほか月2回のところが多いが，
犬阪地方は月3回である。三菱造船所，芝浦製作所等は毎目躍日を休目として
いる。
　つぎに，ガラスエ場はr全国工場統計表」によると（ただL，10人以上の事
業所のみ），労働者数ぱ1，612人で，男子労働考が95バーセソトをしめる。ただ，
r鉄工」の場合と異なり，若年労働老の比率は相当にたかい。さて，ガラスエ
場の労働時間の特色は，仕事の種類によって異なることであって，製罎では一
般に，午前5，6時が始業時刻，午後3，4時が終業時刻である。不況期にはこ
の労働時間はさらに短縮される。一方，少数の火夫や雑役工は終業後に原料の
仕込み，溶解作業などで徹夜することもあるが，手待ち時間の多い労働のよう
である。次お，ガラスエ場ではr一定の休憩時間ヲ定メサルモノ多キモ大低正
午前後二昼食時間トシテ三十分乃至一時間ノ休憩ヲ為スモノノ如シ而テ昼食時
間ノ外別二休憩時問ナキモ或種類ノ仕事二於テハ原料ノ都合ニヨリー時間乃至
二時問余モ手ヲ下スニ由ナキコト」もあり，「自然休憩」をするといら。休日
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は「鉄工」の場合と似ている。
　つづいてセメソトエ場の状況をみると，明治33年に原動力を使った工場は19
であって，労働者3，047人を雇っていた。作業の性質上，体力の強壮な男子労
働者が89パーセントに達するのも，「鉄工」，ガラス「職工」の場合と類似Lて
いる。セメント労働者には原料粉砕職工，乾燥職工，「クリンカー」粉砕職工，
焼窯職工，撤布職工，樽詰職工，鍛冶職工がいる。セメントエ場では一部を除
いて徹夜業はない。r労働時間ハエ場ニヨリー定セサルモ通常午前六時ヨリ午
後六時迄ヲ昼業時間トシ其余十二時間ヲ夜業時閻トナスヲ通例トス」るが，夜
業は一部を除きあまりない。さてr大低ノエ場ニテハ規定就業時間ノ十五分乃
至三十分前二出勤シ監督者ノ指揮二随ヒ各自受持ノ業務二就ク此交代ノ際ニハ
大低三十分計機械ノ運転ヲ休止シ仕事ヲ終リシモノハ受持場所ヲ大略掃除シ控
所ニテ衣服ノ着替ヲナシ就業者モ衣服ノ着替ヲナシ藷道具類ヲー応調査スルヲ
普通トス是等ノ事二時問ヲ要スル外調帯ノ掛ケ外シニモ時聞ヲ費シ規定ノ就業
時問二厳格二作業ヲ開始スルハ稀ニシテ或ハ機械運転ヲ始ムルモ原料ノ装入ヲ
怠ル等真正二業務ヲ始ムル迄ニハ少クモニ十分余ヲ費スハ争フ可ラサル事実ナ
リ蕾二就業ノ際ノミナラスー般二作業中内々雑談喫姻ヲナシテ仕事ノ手ヲ休メ
終業ノ際ニモ既二其時間前ヨリ暗二帰宅ノ準傭ヲ調へ仕事ヲ忽ニスルノ傾アリ
其他夜業二於ケル不規律ノ状態ハ殊二甚シキモノアリ」。長々とrセメント職
工事情」から引用したけれども，セメントエ場における労働時間のr実況」の
ひとつの局面を，これはよく伝えているのではないか。労働者は始業時刻の2，
30分まえに出勤はするが，準備に手聞どり，実際の作業開始は始業時刻よりも
あとであり，作業中も喫煙，雑談をしていて，労働密度はたかくない。そして
終業時刻が近づくと，ソワソワして帰宅の準備をはじめる者もいる，といった
状況が描き出されている。なお，食事時間は正午30分あり，また午前・午後の
休憩時間がある。休日は月2回の場合が多い。
　「燐寸職工事情」をみよう。ω明治32年の「全国工場統計表」によると，10人
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以上の労働考を雇ったマッチエ場は180で，労働考総数は15，049人である。鉄
工所，セメソトエ場と異なり，女子労働者の比率がここではかなりたかく・約
4分の3をしめており，また20歳未満の年少労働者のしめる割合も大きい（20
歳以上は42バーセソトだという資料もある）。さて，マッチエ場の労働時間の
特徴は，そのr不規則性」にあるようであって，「燐寸工場二於ケル各職エノ
労働時間程不規則ナルモノナシ」。r燃寸職工事情」はその理由を，そこに働く
労働老がr極貧」であって，午前中家秦をしたあと，工場に来て軸を揃えたり，
また箱詰をしたりして3，4時聞働くといったケースが多いからだとLている。
また小学児童が通学まえに1，2時聞働く場合もみられ飢つまり・マッチエ
場はその周辺のパート労働に犬いに依存しているようであって，r燐寸職工事
情」のいうr不規則性」はこうした雇用形態に由来する。工場は一般に冬季に
は10時間，夏季は14時聞稼動する。食事・休憩時間についても厳格な規則はた
く，労働老のなかには自宅に帰り食事する者も多いという。
　r煙草職工事清」。明治32年に原動力を有する工場は91・労働考数4・986人・
原動力をもたない工場は176，労働老数5，670人で・合計すると，10，656人で
ある。一般に性別比は男子労働者36バーセソト，女子労働者64パーセントとい
われている。煙草工場の労働時問は通常，午前6，7時から午後5，6時までで
あり，その聞に30分の昼食時閲と午前・午後の小休憩があって・実働時間は10
時間ないL11時間である。もっとも，工場によっては，14時間ほどの拘束をす
ることもあるが，1時間内外の休憩時間がある。業務繁多の折には，むろん早
出と居残がある。休日は一般に月に2回であり，盆と正月にそれぞれ1週間の
休日がある。
　　r印刷職工事清」はどうか。明治32年のr全国工場統計表」によると・労働
老10人以上を使用している二〔場は160であり，7，831人の労働考が働いていて，
約85パーセントが男子労働老である。女子労働著の比重は小さいわげである。
なお，r職工事情」がr全国工場統計表」をもとに計算したところでは，14歳
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未満の者は約15パーセント，14～20歳未満が約31パーセントになるという。
　印刷工場での労働時間は大体において10時閻であり，夏期は午前7時頃から
午後5時頃までが，冬季は午前7時30分頃から午後5時30分頃までが労働時間
というのが一般的である。正午には30分間の休憩があるため，実働時間は9時
閲30分であり・なかには9時間というのもあった。他の産業と比べるたら、お
そらく印刷工場の労働者は一般に，もっとも楽な労働時間を享受していたので
はなかろうか。もっとも，繁多な事業所では残業は2時問から4時剛こなり，
もっとも繁忙な時期（10月から翌年4月まで）には，5時間以上にわたる残業
があり，r徹夜業」になることもある。ただ，かかる徹夜は印刷都と汽罐部に
かぎられていたし，年少・女子労働者がこれに従事することもなかった。なお，
新聞社の労働老は事情を異にしていて，活版部は午前9時より午後6時頃まで
の就業が一般的であるのに対し，印刷部は午後4時頃から10時ないし12時頃ま
で働くし，3番刷りの担当者は翌暁まで作業する。ちなみに，印刷工場の休日
は各月の1日と15日というのが一般である。また，第1日曜日と第3日曜日を
休目とするところもある。
　さいごに，r製綿，組物，電球，燐寸軸木，刷子，花莚，麦程真田等職工事
情」についてふれよう。これらの「其他雑種の工場」は家内工業的なものが霧
しく，そこに働く者の人数もきわめて多いと推測されるが，労働老数10人以」二
の規模は，436事業所，労働考総数は1万2千人あまりだとされる。この人数
のうち，男子労働考5，000人余，女子労働老は7，000人余であり，14歳未満の者
は1，800人あまりである。これらの業種の労働は一般に年少考・女子によって
担われている，といえる。
　さて，「是等雑種ノエ場二於ケル労働ハ通例昼業ノミニシテ徹夜業ヲ為スハ
或製綿工場ヲ除クノ外殆ソト之レナシ……」。時季により，業務繁多で残業を
おこなうにLても，それは2，3時間のことであって，午後10時をこえること
はない。一般に労働時間は午前6時か7時から午後5時ないL7時にわたって
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せんい工場
　製糸業
　紡　業
　織物業
　絹物業
機械工場
　機械製造業
　造船業
　器具製造業
　鋳金業
化学工場
　窯業
　瓦斯業
　製紙業
　染色業
　製革業
　発火物製造業
　人造肥料業
　製薬業
　雑　業
飲食物工場
　醸造業
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時分
1O．36　　　製糖業
10．00　　　煙草業
10．37　　製茶業
10．34　　　製穀製粉業
11．15　　　ラムネ・氷・鉱泉業
　　　　　菓子業9．47　　　　　罐詰，瓶詰業10．OO
　　　　　雑　業10．00
10，00　　雑工場
9．10　　　印刷出版業
　　　　　紙製品業9．57　　　　　木竹製品業9．30　　　　　箪皮製品業12．OO　　　　　羽毛製品業10．15　　　　　蘭及麦程業10．00
　　　　　石工業9．OO　　　　　漆器業9．30　　　　　雑　業9．30
10．00　　特別工場
10．00　　　電気業
　　　　　金属精錬業10，15
9．50
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時分
11．30
10，00
9．O0
11，00
ユO．00
10．00
11．O0
10．00
10，18
9．30
10．O0
10．20
10．O0
11．00
11．O0
11，00
9．00
11．OO
工O．45
10．30
10．00
おり，「屠残執業」を別とすると，「現実労働時間ハ十時間乃至十一時間ヲ通例
トシ十二時間ヲ遇クルエ場ハ稀ナリ」。休憩時間は工場組織のところでは・正
午30分，午前と午後に夫々15分ほど設けるのが一般的である。しかし，家内工
業に近い工場では，労働者ば自宅に戻って昼食を摂る者もいる。また，そうし
た工場では，r休憩時ノ定メナキ代リ作業場内二於テ喫煙，雑談等勝手次第ト
云フ有様ナルヲ以テ特二休憩時間ヲ定ムルノ必要モ少キ訳ナリ」。なお，休日
は各月1日と15日であり，また年末年始，盆，犬祭日，氏神祭が休日にな乱
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　以上が製綿，組物，電球，燐寸軸木，刷子，花莚，麦桿真囲等の工場の労働
時問上の諸様相である。これらの業種は既述のように，年少・女子労働に大き
く依存しているが，製綿を除くと，そうした諸様相はせんい産業のそれとはか
なり異なる点が，興味のあるところである。
　さて，綿糸紡績にはじまり，r製綿，組物，電球，マッチ軸禾，刷子，花莚，
麦桿真田等」に及ぶ各産業について，労働蒔間制度を各r職工事情」を通じて
みたわげであるが，量的把握では汲み尺すことのできない質的な側面が多々あ
きらかにできたと思う。しかしながら，r全国工場統計表」にもとづき，各種
工場の1日の執業時間を掲げておくことも有意義であろう（表2）。ただ，r全
国工場統計表」の工場分類は，既述のr職工事情」のものとは必ずしも一致し
ない。それに・前者の各工場の1目「執業時閻」はどうも，後考の記述とは印
象的に一致しないようにも思う。
注（1）犬河内一男，「職工事清」について，生活古奥叢書4，職工事情，光生館，1971年。
　　犬河内教授によると，原生的な労働関係では「労働条件の苛酷さ，ならびに労使・
　　雇用関係の権力的」身分的刻印が特螢的である。
　（2）　Bienefeld，op，cit．，P．15．
　（3）もっとも，綿糸紡績の労働時聞の長さは，この節のあとで掲げる全国工場統計表
　　の数値とは一致Lないし，横山源之助「目本之下層杜会」や細井和喜蔵「女工衰
　　史」にあげられる数値とも一致しない。
　（4）僕山源之動はマッチエ場について，つぎのようにのべている。「労働老研究の上
　　より見るも，綿糸紡績に次いて最も見るべきは燐寸工場なるべ』鉄工場に於て一
　　般労働老の状態を見るべく，紡績工場にては女子の労働及び労働時間，労働と衛生
　　等の関係を見るを魯べく，鱗寸工場にては兇童の労働を見るに最も恰好の材料を得
　　るものあるが如し」。
4
　まえの箇所では主とLてr職工事情」によりながら，明治30年代前半におげ
る諾産業での労働時間上の諸様相を記述することがこころみられた。ここでは，
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農商務省のr工場監督年報」を通じて大正5年以降の約10年問の労働時聞制度
の動きをあきらかにしたいのである。この大正5年は「工場法」がようやく，
実施に移された年でもあり，同法施行下の労働時間制度の運営をみることにも
なるわげである。そこで，r工場法」に簡単に言及Lておくことが必要である。
　目本の産業，企業の労働時閻，いな労務管理の発展のうえで，「工場法」の制
定はやはり大きな節目になっているように思う。明治の比較的ぱやい時期から
政府は，産業化がすすむなかで生じる雇用・労働，労務管理上の間題に対処す
るため，なんらかの法律を制定することが必要だと考えていた。I明治15年に農
商務省工務局のなかに調査課を設置し，工場の労務管理の実状，慣行などに関
する情報を収集Lようとしたのはこのためであって，r労役法」，r師弟契約法」
の制定に着手しようとLたりした。政府は明治17年には諮間機関として勧業諮
問会を設けて，かかる法律制定の可否を問うたりしていたが，制定作業は順調
に進行しなかった。その間に，諸産業，とくにせんい産業の隆盛はめざまLい
一方で，そこでの労務管理上の間題，とりわげせんい産業でのr徹夜業」と年
少・女子労働者の労働の問題は深刻化しつつあった。政府は明治30年になって，
外国の工場法を参考にして，いよいよ労働老保護の観点を織り込んだ「職工法」
を起草し，帝国議会にこれを提出しようとしたが，議会解散がありて廃案にな
った。政府はこの草案を手直し，r工場法」として32年に議会に提出Lようを
Lたが，内閣総辞職のため，これも流産してしまい，35年からまた同法案に多
少の修正を加えて，今度は成算ありとしていたところ日露戦争の勃発によって，
法制化の時機を失った。
，周知のように，r工場法」の成立は，明治狙年のことであ孔これも42年か
ら草案を練ってのことであって，43年には議会に提出をしたが，r徹夜業」禁
止等に対するせんい業界の反対がつよく，政府がこれを撤回するという場面も
あった。難産Lた同法は25の条文からなる簡明なものである。「本法施行ノ期
日」は犬正5年となった。しかも，あとでふれるように，多くの猶予・保留の
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　131
　132　　　　　　　　　　　　早稲田商学第317号
条項をふくんだ法律であった。げれども，労働時間制度のうえで「工場法」制
定の意義は大きく，工場法の重要なポイントは，年少・女子労働者の労働時間
の規制にあったわげである。すでに指摘Lたように，とりわけ年少・女子労働
の時閻的規割ならびにr徹夜業」の制隈などがうたわれることとなった。（1）ま
ず，同法の適用分野だが，それは以下のようになる。すなわちr一　常時十五
人以上ノ職エヲ使用スルモノ　ニ事業ノ性質危険ナルそノ叉ハ衛生上有害ノ
虞アルモノ」であり，またr本法ノ適用ヲ必要トセサルエ場」を同法施行令で
定めることにLた（同法第1条）。（2）つぎに，原則としてr工場主ハ十二歳未
満ノ者ヲシテエ場二於テ就業セシムルコトヲ得ス」（第2条）とするとともに，
「工場主ハ十五歳未満ノ老及女子ヲシテー日二付十二時間ヲ超エテ就業セシム
ルコトヲ得ス」（第3条）とした。もっとも，器械生糸製造と輸出絹織物につい
てはr本法施行後十五年閻ヲ限リ」2時間の延長，10年間は1時問の延長がみと
められ虹（3）さらにr工業主ハ十五歳未満ノ者及女子ヲシテ午後十時ヨリ午前
四時二至ル聞二於テ就業セシムルコトヲ得ス」（第4条）とし，深夜の就業禁止
をうたった。もっとも，「一時二作業ヲ為スコトヲ必要トスル特種ノ事由アル業
務」やr夜問ノ作業ヲ必要トスル特種ノ事由アル業務」や交替制を採用Lてい
る業務については，15年間の猶予がみとめられた。なお，休日と休憩時閻につ
いても規制が設げられ，r工場主ハ十五歳未満ノ者及女子二対シ毎月少クトモ
ニ回ノ休日ヲ設ケ」るべきことが求められたし，また深夜の組に就業させると
きはr少クトモ四回ノ休日ヲ設ケ」なけれぱならない旨がうたわれた。さいご
に，r一日の就業時間カ六時間ヲ超エルトキハ少クトモ三十分，十時間ヲ超ユ
ルトキハ少クトモー時間ノ休憩時間ヲ就業時間中二於テ設クヘシ」（第7条）。
　以上が「工場法」の規定のうち労働時間に関する主要部分であ糺要するに，
その労働時間規制はいうまでもなく，労働者一般のための保護ではなく，15歳
未満の年少労働者ならびに女子労働者に対してのものであり，しかも多くの留
保，猶予の条件を付しての施行であった。げれども，r工場法」成立によって，
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日本にもようやく年少・女子労働者についての労働時間制度が生れたわけであ
る。付言すると，イギリスではこの種の規制は産業革命がせんい産業をきっか
げに早く進行したこともあって，前世紀前半に成立をみている。すなわち，
ユ802年のr徒弟の健康及び道徳法」（The　Health　and　Morals　of　ApPrentices
Act）にはじまって，1819年，1825年，ユ833年にもそれぞれ工場法が成立して
いる。これらはいずれも労働時聞に関しては徒弟や年少労働者の労働時間の制
隈，深夜労働の禁止にかかわるものである。
　さて，「工場法」施行に対し，とくにせんい企業はどのような対応をしたか。
その適用を免れるため，規模の縮小，工場の分割，職工数の削減をおこなった
ところもあったが，逆にたかには労働考数を増やL，同法の適用を受け，r適
用工場」の看板を出すところもあったという。第1次犬戦中の好況期にあった
こと，r工場法」に猶予条項がいくつかあったことなどのため，総じて企業へ
の実際のショックは大きくなかった。r工場法」の施行によって，採光，換気，
除塵，避難設備の設置汰どといった工場の職場環境の改善が次第にすすみ，便
所，洗面所，食堂，炊事場，休憩所などもよくなり，寄宿舎，杜宅，文化施設
等の整傭もおこたわれたし，賃金，賞与制度の拡充もこころみられた。
　それでは，肝心の労働時問，休憩，休目はどうなったか。r工場監督年報（第
一回）」によると，労働時問は産業部門別に差異があり，また同一部門にあっ
ても，地域や工場によって差異があるとしてい孔それに大正5年にあっても，
時節に応じた労働時間調節，つまりそのr変更伸縮」がみられる。同「年報」
はせんい産業の労働時閻に言及しているが，その指撤こしたがうと，r生糸織
物及編物業ハ法ノ認ムル最長限度二於テ十四時間ノ就業ヲ為サシムルヲ通常ト
ス」。したがって，明治30年代と40年代と対比Lて，厳密な比較は不可能であ
るとLても，労働時聞について，若干の短縮がみとめられるといえるのではな
いか。すなわち，以前にみられたような，年少・女子労働老を便っての1日17
時間にも達するような労働は，この「最長限度」のために，ほとんど不可能に
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なる。
　　しかも，地方にあって，せんい産業でも労働時問がかなり短いところも出て
きたことが報告されてい私たとえぱ，生糸業では高知で8時問，宮城で10時
間，岩手で11時間というのがあった。高知と宮城では12時間がふつうである
L，r徹夜業」もない。織物についても大分で8時問，徳島で春夏11，2時聞，
秋冬9時聞30分～10時聞30分，宮城・岩手・秋田で10時闇である。紡績は京都
で10時風交替制は2交替制であって，1組が午前6時から午後4時，他の1
組は午後4時から午前2時までとなっていた。
　休憩は1回あたえる場合もあり，2回，3回，ときには4回に分げてあたえ
ることもある。休憩時間の長さは回数にほとんどかかわりなく，1日に1時問
がふつうであるが，1時間30分ないL2時問というケースもある。休日は1ケ
月に2回がもっとも多く，各月1日と15日を休日とする場合がふつうであるが，
2日と16日などのパリエーションもある。動力供給の関係から，各月第1日曜
日と第3日躍目を休日とするところもある。1ケ月3回という場合もあり，各
月1日一1日，21日を休日としたりする。注目すべきは，鉄工業や都市の大工
場では，毎日躍日を休日とするのもr勘カラス」。休憩時閻は，r食事，用便叉
ハ喫茶（湯叉ハ水）喫姻二利用スルヲ通常トス」。そのほか，大祭日，工場記念
日，正月，盆；彼岸，鎮守祭は休日となり，地域によっては七夕，招魂祭，地
蔵祭，報恩講なども休日となるが，後者については，振替休日が一般的である。
　以上が犬正5年のr工場監督年報」を通じてみた工場の労働時間，休憩時間，
休日の状況である。r工場監督年報」は爾後，ずっと刊行をみるのであるが，
大正6牢から14年までのr年報」の労働時間制度に関する報告をまとめるとす
ると，次表のようになるω（第3表）。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一
　これによると・大正6年と7年は製糸・織物・編物は同5年と同じく，1日
14時間労働であり，その他の産業は12時間労働である。だが，これも大正5年
と同様，地域によっては，製糸，織物もふくめ，8時間の工場がふえている。
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第3表犬正6～ユ4年聞の労働時閲割度の様相
＼年次＼ 就　　業　　時　　間 交替制　　休憩時間 休　　　日
大正6年 ・製糸・織物・編物業；14時聞
・その他産業　　　　；12時間
・製糸業；8時間（高知），10時
間（埼玉，滋賀），11時間（三
重，熊本，宮崎）
・織物業；8時問（岩季，青森，
秋田）9時聞（秋田）9時間
30分（鳥取）10時間（高知，
滋賀，福岡）1O時閻30分（鳥
取，島根），11時聞（青森）
．嚢離；’灘制が一
一般的。1　（1～3回に
・8時間3　分割して実交替領も
実施。
施）
・月2目制（工
目，15目）が
一般的
・休電日を休日
に充てる場合
もあり。
・月3回，4回
制がこれに次
　ぐ
・昼夜交替作業
では，就業時
の転換日（7
日毎）
大正7年 ・製糸業　　；14時聞
・その他産業；12時閥
・船鮪軍輸製造業，印刷製本
業；10蒔間
・織物，編物業；12時間
（芸護鰯鰐）
・12時閻
交替謁
・8時間
交替嶺
あり
3
も
・1時問制（午
前ヱ5分正午30
分，午後15分
の3回制がも
っとも一般
的）
・月2回制・就業時の転換
　目
大正8年 ・12時間制（総数の40％），10時
間制（29％），11時閻制（13％）
14時間制（10％）竈
・賃金算定基準就業時閻の短縮
傾向（機械・器臭工場，化学
工場では，8時間制を採用す
るものあり。）
・1時間制（3
　分割）が一般
　的。
■・就業時間10時
　間以内：30分
・就業時間10時
1．麗嚢蒔鰯
　聞超：ヱ時聞
　30分
・月2回（第1，■
　3叉は第2，
4日曜）が増
加　　　　1
・昼夜交替制下
月4回（約24
時聞）の休目
大正9年 ・10時問，12蒔間制が一般的。■
・染織工場；12時聞制自・機械・器具工場；10時間制　一
・化学・欽食品・雑工場；10時■
　間制
・1時間制
1・30分閥制
；・1時間30分制
上記に同じ
（交替制下で
の作業休止時
間は24時闇）
犬正10年・染織工場；12時問翻（10時聞
　制）■・機械・器具工場；10時間制
1　（u時間制）
・化学・飲食品・雑工場；10時
　間制（且2蒔間制）
上記に同じ
（3回分割割
がもっとも多一
い）
上記に同じ
大正11年 ・10時問割がもっとも普及し，次いで12蒔間割が採用されて
いる。
・都市部では，不況を背景に時
闇短縮頓向もみられる。
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1大正・・年 1鰯髄灘綴1藁1
1．嚢詮．鉄工業で、時間織
i・製糸・織物業で13時間制多し
＝・醸造工場は作業の性質上長時
1聞就業（14～15時問）
大正13年 ・製糸工場；13時間，織物業；
12時閥
・紡績業；実労10時間制
・10蒔閻制（実労9時間）普及，
9時間制（実労8時間）も少
なくない。
大正14年 ・製糸工場でも12時間30分，12
時間制漸増（京都，島根，秋
田，宮崎，山口），岩手では，
13時問制は消滅
・その他工場は，10時間制を基
本としている。
・機械製造業；8時間制多し。．
前記に同じ ・月2回制が一
般的。
・週休割実施工
場も散見。
上記に同じ
注（1） この表の作成は，つぎの文献に注らったものであ乱寵山京，労働と休養，籠山
京薯作集第八巻，ドメス出版，1985年。
2交替割が一般的だが，3交替制もみられる。休憩時問と休日については，同
5年の状況とあまり変わりがない。大正8年においては，12時間労働が40パー
セントとなっていて，いぜん最大のウエイトをもつが，11時間割が13パーセン
ト，10時問制も29パーセントになった。一方では，14時間制が10パーセントあ
る。大正9年には，10時闇制と12時間制が一般化するが，休憩時聞と休日につ
いては，あまり動きがないように思われる。
ところが， 大正10，11年頃から時閻短縮の傾向がいっそうあらわれる。機
械・器具・化学・欽食品などで10時間制が増え，大正13年には紡績業で10時間
制が増え，さらに9時間制すらみられるにいたる。ただ，製糸は13時問，織物
は12時間の段階である。大正14年になると，機械製造業には8時間制が多くみ
られる。以上のように，労働時間は短縮をみたカミ，休日のほうは左程増えず，
1月に2回の場合がいぜん多い。大正末期になって，なぜ日本の産業の労働時
聞の短縮がすすんだのか。一応「工場法」実施の効果，第1次大戦後の不況，
136
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労働組合運動のたかまりなど諸々の原因変数を考えることができるが，当間題
を解明するには，立入った分析が必要である。
5
　小論のこれまでの部分では，r明治・大正期の産業におげる労働蒔間制度」
として，比較的に資料の多い明治30年代前半と，大正5年以降の10年間を選ん
で，その諸様相を記述することがこころみられた。以下の部分においては，こ
れらの時期の労働時間制度について，いくつかの推論ないL仮説を引き出して
みたい。
　1．　まず，r職工事椿」等が描き出している労働時間は，いうまでもなく「工
場法」制定前のものであり，それに対して「工場監督年報」がとり上げている
のは同法実施後の諸様相であり，「工場法施行の概況」である。したがって，
前者を企業家，経営老の全くの盗意のもとでの労務管理時代，いわゆるr原生
的た労働関係」の段階というふうに特徴づげ，後考を労働保護法下の労務管理
の時代であると規定することは，一般的に，形式的に可能かもしれたい・だが・
少なくとも労働時間制度のうえからすると，そのような識別には問題があ飢
いうまでもなく，労働時間に関する「工場法」の規定は，12歳未満の労働者の
就業を禁止した第2条も，ユ5歳未満の者と女子労働考について1日12時間をこ
える労働を禁じた第3条も，またかれらの深夜就業を禁止した第4条も，いず
れも過渡的措置がみとめられていたからであって，施行当初にあっては，「工
場法」の労働時間規制の主旨の大部分は，ほとんど効力をもちえ放かった。と
はいうものの，同法が多くの留保，猶予の条件を付げながらも施行されたこと
のイソバクトは，それなりにあったと思われる。たとえぱ，細井和喜蔵のr女
工哀史」はこうのべている。「第一期は工場法発布以前であって，この頃は全
国の工場はほとんど，紡績十二時閻，織布十四時間であった。しかLて第二期
に当る工場法後から今日へかげては紡績十一時間織布十二時閻というのが最も
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多数を占める」。
2．ただ，既述したように，すでに明治30年代前半において，労働時間制度，
労働時間の長さは産業ごとに差異があった。とりわげ，注目すべきは，これら
の面でのせんい産業と他の産業のあいだのギャップである。そして，苛酷な労
働時間制度が強いられていたのは，前老のほうであり，そのゆえに各方面の指
弾を受げて，r工場法」の制定をみたわけである。年少・女子労働に大々的に
依存して，「徹夜業」，長時間労働をおこなっていたのは，綿糸紡績，生糸，織
物のせんい産業であり，r工場法」のターゲットは労働時間に関しては，せん
い産業にあったことは自明である。
　だが，造船，車靹製造、機械製造，ガラス，セメソト，印刷などは雇用構造，
労働時間について，せんい産業とは大分事情がちがう。すでにふれたように，
これらの産業では男子労働者の比率がたかく，年少・女子労働者のウエイトは
かなりひくし㌔Lかも，労働時間もせんい産業の場合に比べて，かなり短し㌔
こうした傾向は，日本のみならず，イギリス等においても指摘できるようであ
る。だから，これらの産業にあっては労働時間制度に関するかぎり，r工場法」
のショヅクは皆無ではないにしても，軽徴たものであった。年少・女子労働者
保護の観点からする立法は，上記のごとき雇用穣造をもつ産業の労働時間には・
左程の作用はなかった。なお，マヅチは年少・女子労働者を多く雇った産業だ
った。げれども，これらの年少・女子労働者の大部分はバートタイマーであり，
その、煮で同法第3条は問題にならない。しかも，マヅチには徹夜業がほとんど
なかった。ただ，12歳未満の老の就業禁止（第2条）は，当産業には明治33年
において10歳未満の者が4パーセソト，14歳未満の者が15パーセントいたから1
少たからぬイソパクトをもったかもLれない。付言すると，組物，電球，マヅ
チ軸木，刷子，花莚，麦程真田も年少・女子労働に依存するところが大きかっ
たが，労働時間はせいぜい1日12時間であり，徹夜業もみられなかった。
　いずれにLても，労働時間制度は産業によって多少の相違があり，とりわけ
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せんい産業と他の産業とのギャッブが大きい点は注意しなげれぱならない。
　3．それにしても，「職工事構＝」等が記述するところをみると，すでに明治
30年代前半において多くの企業に労働時間制度があることがわかる。つまり，
始業時刻と終業時刻の設定，名冒労働時間の規定，休憩時間と休日に関する敢
り決め，残業割増金の規定，交替制の運用などであ私これらがどのようた経
緯で，いつ形成されたかは不明であるが，今旗紀当初にはすでに制度化がすす
んでいたことは興味深い。つまり，労働時間は企業家，経営著の全くの怒意，
専断のもとに必ずしもあったのではなくて，多くの場合，そのルールはr工場
規則」といったもののなかで公式にうたってあっねちなみに，愛知県のごと
く．r職工募集取締規則」（県令第75号）の制定があって，募集地所轄警察官署
にr労働蒔間」を届げなげればならないことにもなっていた。さらに，注目す
べきは，ごく限られたケースながらも，工場委員会の前身になるような従業員
組織ができるようになり，労働時間制度についても労働者の意見をまとめ，表
明する可能性ができたことである。内務省杜会局の調査によると，すでに明治
29年に，3つの事業所においてr労働委員会」の設置をみている。たとえぱ，
東京モスリソにはr工場協議会」が結成され，r賃銀及作業時閲に関する事項」
等についてr協議員ノ提案二依リ調査審議シ其ノ決議ヲエ場長二提出スルモノ
トス」とされていた。もちろん，かかるルールは「生繍職工事情」が伝えている
ように，r労働時間ヲ廷長セソトスルトキハ時計ノ針ヲ後戻リセシムコト屡々
之アリ」という例のように，企業家自身によってLぱしぱ破られたにしても。
　ただ，明治30年代前半においては，一方に綿糸紡績の犬企業などで組織だっ
た労働時間管理がおこたわれていたようであるが，他方ではごくプリミティブ
な制度の運営もみられた。少なからぬ工場では，日出をもって始業時刻とL，
日没をもって終業時刻とするといった，工場の労働時閻とはいうものの，農作
業の場合のような，自然のリズムに合わせた労働時間の設定がみられた。した
がって，四季のサイクルに応じて始業時刻と終業時刻は変るわげであり，実際
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2ケ月ごとに両奏を変更する工場もあったほどである。また，食事・休憩時間
にLても・線香1本が燃えつきるのが食事時聞であり，半本が休憩時間といっ
た，いかにも伝統的生活臭のある蒔間設定の仕方がおこなわれたりしていた。
　4．　さいごに，労働時間の量的間題，すなわちその長さの問題にふれておき
たい。はじめにふれたように，労働時間は産業，地域，規模，担当職務，時季
などにより少なからぬ差異があるが，名目労働時間も実際労働時間も非常に長
いのがせんい産業であり，とりわけ綿糸紡績と織物のそれが長い。r職工事情」
によると・綿糸紡績が11時聞から11時聞30分，織物は力織機を用いるところが
12時問，手機の工場にいたっては「共時間十五六時聞」という殺人的なもので
ある。なお，紡績が12時問，織布が14時間という細井和喜蔵の記述もある。他
方，印刷などは明治30年代はじめで，10時間を割っている。それに季節によっ
てr居残」があるため・実際労働時間はかなりのものになる。もっとも，織物
では「其時問十五六時間」というのは実際労働時間のことかもしれない。もし，
これが名目労働時問だとすると，もう労働者は「居残」，残業する余カはない
だろう。綿糸紡績のほうにも，1週問ないし10日ごとに交替するr徹夜業」が
あるわげである。
　これがr工場法」実施後の大正5年，6年，7年頃でも紡績は12時聞，生
糸・織物・編物は14時閻であり，紡績ではいぜん昼夜交替制が続いている。せ
んい以外の産業では，1日12時間制が一般的である。だが，地域によっては製
糸，織物でさえ，8時間制の工場があらわれる。これが大正6年，7年，8年
と経過するにつれ，製糸，織物，編物も少しづつ，時間短縮がおこなわれたよ
うであって，r工場法」のr施行規則」の猶予条項の期隈に達したこともあっ
て，7年には織物，編物は12時聞制がふつうにたる。交替制についても，3交
替制がみられるようになる。ただ，休憩時間と休日については，動きがあまり
ない。大正8年においては，12時問制が4割，10時間制と11時間は合わせて同
じく4割である。以後，労働時間の短縮は顕著になり，大正12年のr年報」は
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労働時聞漸減の趨勢を，わざわざ指摘している。もう大正期のおわりになると，
紡績でも，実働時聞は10時聞が普及するL，実働8時間も少なくない。機械製
造業ではすでに1日8時間労働が一般化する。ただ，他産業ではまだ，10時間
制が基本になっている。ちなみに，内務省のr労働運動概況」（大正11年）に
よると，大正8年頃から労働時問短縮の要求が労働運動の重要なテーマになっ
たという。労働時間短縮と労働運動の展開のあいだには，この頃から密接な関
連がでてくるものと思われるが，この関連についての究明は別の機会にゆづり
たい。
　こうみると・r工場法」の実施をひとつの大きな契機として，せんい産業の
長時間労働は次第に解消L・他産業の労働時間とのギャップは縮ったといえる。
他産業のほうも都市の機械製造業を中心に，名目労働時間は少しずつ減る煩向
にあり，大正期のおわりにはそこでは1日8時間制が一般化していた。ただ，
総じて休憩時間，休日の拡大ばあまりみられなかった。ただ，実際労働時間の
動向は，資料の極端な不足のため，把握することができたい。
14正
